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相談員・通訳協力者実務研修会 

「外国人と労働・社会保険 ～安心して働くために～」 
 

平成26年度第2回相談員・通訳協力者実務研修会を1月9日（金）

とちぎ国際交流センターで開催し、各市町等で外国人の相談に携

わっている相談員や通訳協力者など 20 名が参加しました。 

今回の研修会は、「外国人と労働・社会保険～安心して働くため

に～」と題し、社会保険労務士として、また行政書士としても

活躍されている深見史氏を講師にお招きしました。 

講演は、労働者災害保険・雇用保険・健康保険・年金の制度の

概要、在留資格による就労制限、入管法と国民健康保険法がから

む問題、相談での対応を想定したケーススタディなど、大変実用

的な内容でした。 

 ケーススタディではグ 

ループに分かれ、対応方 

法について活発な話し合 

いが行われ、多くの意見 

が発表されました。また、 

その後の深見氏の様々な 

側面を考慮した解説によ 

り、知識と理解が深まりました。参加者からは、「具体的な事例を

聞くことで、背景や依頼者のニーズがわかってきたように思え

た」、「ケーススタディがとても勉強になった」などの感想があり

ました。 

ＴＩＡ外国語講座「おもてなしの中国語」  
 

ＴＩＡ外国語講座の初  

の試みとして、今後ます

ます増えると思われる海

外からの観光客に対応

するため「おもてなしの

中国語」を 1月 29 日から

2月26日まで毎週木曜日

の 3時間、全 5回の短期

集中型で開催しました。

講師は台湾出身で、昨年度まで当協会の多文化共生事業の中国

コースを担当していた江島玉
ゆい

華
ほあ

氏。受講者は 8 名で、実際に

観光業に従事している方も受講されていました。毎回、テーマ

ごとに接客などに使える会話をロールプレイングしながら練習

しました。語学のほか、映像を使った観光案内、中国語の歌など

も取り入れ、受講者は和気あいあいとした雰囲気の中で、楽しく

学んでいました。 

「感情とコミュニケーション 

～文化による感情の表し方の違いとは？」

 
国際理解教育の担い手となる人材を育成する「国際理解教育実

践セミナー」が 1月 24 日(土)にとちぎ国際交流センターで実施さ

れ、教員や一般県民、計 32 名が参加しました。 

 講師は、宇都宮大学国際学部国際文化学科で「対人コミュニケ

ーション論」、「異文化コミュニケーション」などを教えている中

村真教授。セミナーでは、「感情とコミュニケーション」をテーマ

に、文化による感情の表し方の違いなどについて講演していただ

きました。 

                     参加者は、人の表情や

感情はどのように作られ

るかという基本的な情報

を始め、表情や感情の表

し方はコミュニケーショ

ンにおいて大切な役割を

担っていること、また、

表情や感情は相手に伝染

してしまうことなどを学びました。また、日米間、日韓間、日中

間の大学生の感情表出を比較したデータから、文化や性別によっ

て感情の表し方が異なることなどを興味深く聞きました。 

▲パワーポイントを使って説明する深見氏 

▲授業風景。グループに分かれて行う。 

「草の根技術協力事業 マレーシアへ専門家派遣」
 

 草の根技術協力事業「マレーシア・サラワク州クチン市におけ

る環境保全と廃棄物処理対策（バコ村プロジェクト）」（平成 24

年度～26 年度）に 

係る専門家派遣が 

2 月 5日(木)～13 

日(金)に行われ、 

茂 木 町 、 JICA、 

TIA の職員 3名が 

モデル地区である 

クチン市バコ村を 

訪問しました。 

 本事業は 3 年間 

に渡る研修員受入及び専門家派遣で大きな進展がありました。そ

の一つは、生ごみの有効活用及び排出量削減のため、バコ村内 3

か所にコンポストセンターが設置されたことです。研修員として

茂木町でコンポスト作成を学んだジャファール氏が運営するセ

ンターのコンポストは特に品質が優れており、すでに販売されて

います。その他、環境改善のための活動として、住民主体でゴミ

清掃が定期的に行われたり、小中高校においてゴミ分別の大切さ

やゴミのポイ捨てをやめることなどを学ぶ環境教育が実施され

るようになり、バコ村住民の環境に関する意識の高まりが感じら

れました。 

 本事業終了後は、バコ村住民が自らアクションプランを進める

ことになります。バコ村の環境がさらに良くなることを期待して

います。 
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▲品質の良いコンポストを作成するジャファール氏 

▲感情とコミュニケーションを説明する中村氏



それぞれの経験に基づく活発な意見交換を行いました。 

 

◆多文化ソーシャルワーカーフォローアップ研修◆ 

2月 14 日（土）には、とちぎ国際交流センターにおいて、平成

25 年度と平成 26 年度の多文化ソーシャルワーカー養成セミナー

修了者等を対象としたフォローアップ研修を開催しました。これ

は、円滑なソーシャルワーク活動をするために外国人の抱える問

題について理解を広げるためのもので、23 名が参加しました。 

前半は、「外国人 

のメンタルヘルス」 

をテーマに、県精神 

保健福祉センター 

所長の増茂尚志氏が 

講師となり、心の健 

康、社会適応、スト 

レス、精神障害者 

福祉など精神疾患全般に関する内容を把握した後、患者の支援方

法やメンタルヘルス分野の外国人患者の具体的な援助例などにつ

いて学びました。 

後半は、様々なバックグラウンドを持つ養成セミナーの修了者

同士が、連携して外国人支援活動ができるよう、個々の活動内容

を発表し合うとともに、ネットワークづくりについて話し合いま

した。 

私たちは県内の海外協力ＮＰＯのゆるやかなネットワークとし

て 2007 年に発足したグループです。 

 当時各ＮＰＯは長年活動するも、なかなか広がって行かないと

いう悩みがあり、共働してイベントなどを開催してはどうかと考

えました。より効果的な活動、海外協力の思想が市民に受け入れ

られることを目的に設立しました。 

                当初は国際理解等をテーマにワ

ークショップを実施。2010 年から

フェアトレード（以下ＦＴ）の普

及啓発を中心に、地域密着型の活

動をしています。 

               ＦＴとは途上国の生産者・労働

者に適正な賃金を支払う交易を通

し、人々の生活向上や環境保全を

支援する、海外協力の有効な手段

のひとつです。キャッチコピーは

「お買い物して国際協力！」 

 ミニイベントのほか、恒例事業として宇都宮の中心部でＦＴま

つりを開催しています。来場者は年々増え、昨秋の「第 5回フェ

アトレードまつり」は約 3,000 名の市民で賑わいました。世界各

地の産品や料理のブースが並ぶほか、キッズコーナーや華やかな

ステージも用意しまし 

た。また、ＦＴを紹介 

し、わかりやすく伝え 

る工夫として文星芸術 

大学の協力を得てＦＴ 

の４つの事例（コーヒ 

ー、チョコレート、手 

工芸品、サッカーボー 

ル）をマンガに表したパネル展示等もあります。 

またいつでもＦＴの産品に触れることができるよう「とちぎフ

ェアトレード産品取扱店

マップ」も発行していま

す。 

まちぐるみでＦＴを推

進する「ＦＴタウン運動」

は 2000 年にイギリスで

生まれ、今では世界に

1400 以上のタウンがあり、

熊本市が日本初の認定を受けています。私たちは宇都宮市がＦＴ

タウンになるという夢を持って、この活動に取り組んでいきたい

と思います。            （文・代表 吉田ユリノ）

▲NPO 栃木タイムズにおける出前講座の様子 

国際交流団体紹介 「まちなか・せかいネット 
                  –とちぎ海外協力 NGO センター」

▲キッズコーナーでゲームを楽しむ子ども達

 

 

      

「多文化共生出前講座 ＆ 
多文化ソーシャルワーカーフォローアップ研修」 

 

ＴＩＡでは、地域で生活する外国人と日本人が共に暮らしやす

い地域づくりをすすめる活動の一環として、外国人が抱える様々

な生活課題に対し、文化的・社会的背景をふまえながら社会福祉

等の専門的な知識を活かして援助をする「多文化ソーシャルワー

カー」を養成するセミナーを実施するとともに、こうした知識を

有する者を講師として派遣する「多文化共生出前講座」を行って

います。 

◆多文化共生出前講座◆  

1 月 11 日（日）、宇都

宮市中央生涯学習セン

ターで行った出前講座

には、ＴＩＡの職員が

講師として出向き、Ｎ

ＰＯ栃木タイムズが定

期的に開催している法

律講座の受講生 8 名が 

参加しました。「国際結婚」をテーマに全国的な動向や栃木県の現 

状、良い点や問題点等について講義を行った後、参加者間でディ

スカッションが行われました。外国につながる参加者が多く、 

 

    

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

              
▲ＦＴ商品やエスニック料理の販売 

ブースも多くの人で賑わった 
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▲増茂氏によるメンタルヘルスの研修 

▲展示コーナーには熊本市の先進事例も 



間留学したんです。私も一緒に中国に行き、息子が学校に行って

いる間、私は中国茶の勉強をしました 

――すごいですね。中国での息子さんの様子はいかがでしたか。

 どこでも楽しめるタイプなので、友達とも仲良くやっていまし

た。でもやはり、勉強は大変だったようです。幼い頃から私とは

中国語で会話をしていたので話せるのですが、読み書きができな

かったので最初は小学 1年に、翌年は小学 4年のクラスに入りま

した。中国では、困ったときに助けてもらったので、今は困って

いる人を助けてあげるよういつも話しています。 

――中国と日本の学校の違いは何でしょうか。 

 息子は中国の先生の方が厳しいと 

言っています。確かに、親に対して 

も日本よりはっきり注意してきます。 

そのお陰で、いじめも少ないように 

思います。また、こちらでは徒歩通 

学が多いですが、中国では交通事情 

のため保護者や個人契約のバスが子 

どもを送迎しています。 

――今後の抱負を聞かせてください。 

 中国と日本の経済交流がより活発に 

なるよう、通訳として活躍できる機会があればと思っています。

４月からベトナム語の相談始めます！ 

柳 君清（リュウ クンセイ）さん 
 
中国・ハルピン出身、益子町在住。 

日本滞在は 20 年以上。中国語を教えるほか、 

中国政府公認の茶芸師の資格を活かし、中国 

茶の紹介も行っている。夢は船で世界一周！ 

みなさんこんにちは！ 

2015 年は、青年海外協力隊が初めて途上

国に派遣されてから50周年を迎える節目

の年です。累計隊員数は約 4万人、栃木 

県からもこれまで多くの方にご参加して頂いており、2014 年末で

累計 569 名が 80 か国に派遣されています。 

 任国での協力隊活動は、一筋縄ではいかない様々な困難にも

対応する柔軟性を育て、現地の人々との対話を大切に問題解決に

至るプロセスは、多くの隊員を成長させてきました。 

 帰国後は日本社会、国際社会、それぞれの環境で活躍しており、

昨今は協力隊 OB を雇用したいという企業からのリクエストも多

くなってきています。あなたもこれまでの経験を国際協力に活か

してみませんか？ 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

――こんにちは。日本に来たきっかけについて教えてください。 

 中国で教育を学び教員免許も取ったのですが、もっと成長した

いと思い海外に目を向けたところ、親戚のいる日本に行ってみよ

うという気持ちになったんです。日本語学校で日本語を学んだ後

宇都宮大学に進みました。その後、栃木市の企業に就職、現在は

益子町に転居して、中国語を教えています。 

――中国語を教えるのはいかがですか。 

 教育について学んだことが活かされていると思います。授業中

に集中できる時間というのは限られているので、やり方を工夫し

ていますし、目標を示したり、励ましの声かけなど心理的アプロ

ーチもとても大切だと思っています。さらに、言葉だけでなく文

化も伝えたいと思い、中国茶の勉強をして教室でわかりやすく紹

介しています。 

――中国茶はどちらで学ばれたんですか。 

 実は息子の悠太が小学 3 年生の終わりに、中国の小学校に 2年 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＩＣＡ 

情報局 

とちぎに暮らして… Living In Tochigi 

ＴＩＡでは、外国人などからの相談に英語、ポルトガル語、

スペイン語で毎日対応していますが、４月からベトナム語

でもご相談いただけます。 

周りのベトナムの方にぜひお知らせください！ 

ベトナム語 毎週火曜日 ９：００～１２：００ 

相談方法  電話または面談 

相談専用電話 ０２８－６２７－３３９９ 

 

*日本語、英語、ポルトガル語、スペイン語は、火～土 

９：００～１６：００ の対応で変更ありません。

☆青年海外協力隊 50 周年☆ 

JICA ボランティア春募集 

▲悠太君の留学先の北京に

ある天壇公園で 

シニアボランティア・青年海外協力隊合同募集説明会＆体験談

【日時】4月 11 日（土） 14：00－16：00 

【会場】とちぎ国際交流センター 

【おすすめ企画】 

語学に対する不安解消！合格ラインを目指して！ 

選考時に必要とされる語学スコアをクリアするためにアド

バイスを行います。その他、個別相談対応有。 

【問い合わせ】JICA 栃木デスク 028－621－0777 

お気軽にご利用

ください♪ 
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